
　

あ
っ
と
い
う
間
に
５
月
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
つ
が
る
市
の
皆
さ
ん
は
十
分
に
桜
の
季
節
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？

　

執
筆
時
点
で
は
大
谷
翔
平
選
手
の
通
訳
者
水
原
一

平
氏
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
を
一
旦
無
視
す
れ
ば
、

通
訳
業
界
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
通
訳
・
翻
訳
を
仕

事
と
し
て
毎
日
言
語
能
力
を
活
か
す
人
達
は
、
多
く

の
場
合
は
影
に
い
る
存
在
で
す
。
雑
誌
、
新
聞
記
事
、

本
な
ど
を
翻
訳
す
る
方
は
名
前
だ
け
は
書
か
れ
ま
す

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
を
書
い
た
人
物
で
は
な
い

の
で
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。「
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
は
作
家

J
.
K
.
ロ
ー
リ
ン
グ
の
名
を
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
方
の
名
前
は
覚
え

て
い
ま
す
か
？

　

通
訳
者
の
場
合
は
さ
ら
に
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在

だ
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
に
活
動
す
る
政
治
家
、
芸

能
人
、
そ
し
て
大
谷
選
手
の
よ
う
な
ア
ス
リ
ー
ト
は
、

皆
あ
る
時
点
で
通
訳
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
依
頼

者
の
言
葉
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
任
さ
れ
て
い
る

こ
の
重
要
な
人
は
、
多
く
の
場
合
は
顔
を
出
さ
ず
に

別
部
屋
で
イ
ヤ
ピ
ー
ス
を
使
い
な
が
ら
通
訳
し
、
ま

た
ウ
ィ
ス
パ
リ
ン
グ
通
訳
で
は
耳
元
で
さ
さ
や
く
よ

う
に
通
訳
を
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
を
持
っ
て
新
聞

記
者
や
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
直
接
向
け
て
話
し
、

顔
を
写
す
通
訳
者
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
印

象
に
残
っ
た
通
訳
者
は
、「
徹
子
の
部
屋
」
の
ゲ
ス

ト
と
し
て
登
場
し
た
人
気
歌
手
レ
デ
ィ
ー
ガ
ガ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
二
人
は
英
語
と
日
本
語
で
話
し

て
い
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
に
映
ら
な
い
時
間
の
隙
間

に
は
通
訳
が
入
り
、
別
の
言
語
を
話
し
て
い
て
も
お

互
い
に
完
全
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。

　
世
界
の
「
お
も
て
な
し
」
と
は
？

オ
リ
ビ
ア
・
ス
ナ
イ
ダ
ー

姉妹都市米国メーン州バス市で
倉光市長の通訳をする私

　

私
も
国
際
交
流
業
務
で
通
訳
・
翻
訳
を
し
て
い
る

た
め
、
今
年
２
月
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
国
際
交
流

員
向
け
の
「
通
訳
・
翻
訳
講
座
集
合
研
修
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
10
人
程
の
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
グ
ル
ー
プ
や
パ
ー
ト
ナ
ー
ワ
ー
ク
で
通
訳
と
翻

訳
の
演
習
を
し
ま
し
た
。
様
々
な
国
か
ら
来
た
、
日

本
語
能
力
の
レ
ベ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
国
際
交
流

員
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
で
、
通
訳
・
翻

訳
ス
キ
ル
の
向
上
に
向
け
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
各
通
訳
者
は
同
じ
文
章
を
渡
さ
れ
て
も
、

決
し
て
同
じ
く
翻
訳
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。
語
彙

が
豊
富
で
様
々
な
言
葉
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

喋
り
な
が
ら
文
章
を
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
通
訳
・
翻
訳
の
ス
タ
イ
ル

は
ど
の
人
で
も
１
０
０
％
完
璧
で
は
な
い
で
す
が
、

５
日
間
を
か
け
て
演
習
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
各
言
語
で
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
人
し
か
理
解
で
き
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
フ

レ
ー
ズ
が
多
い
で
す
。
そ
の
意
味
を
別
の
言
語
に
変

え
る
と
な
れ
ば
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
通
訳
・
翻
訳

業
界
の
人
は
そ
の
言
葉
の
壁
を
越
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
水
原
一
平
氏
の
ニ
ュ
ー
ス
は
非
常
に
残

念
で
す
が
、
一
方
優
秀
な
通
訳
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
増
え
る
と
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　　
歯周病検診のお知らせ

　歯周病は、むし歯と共に歯の喪失原因となる疾患です。また、糖尿病等の生活習慣病を悪化させるなど全身
の疾患とも関係します。口腔清掃の実施状況と歯周組織の健康状態を診察してもらい、適切な保健指導を受け
ることで、生涯自分の歯で食べる楽しみと健康を維持しましょう。
対 象 者　市内に住所を有する、20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳の方
　　　　  （令和７年３月31日時点の満年齢）
実施期間　６月１日(土)～令和７年２月28日(金)
申込方法　対象者に受診券を郵送しますので、指定医療機関に電話でお申し込みください。　

指定医療機関（共通） 電話番号 住　所
葛西歯科診療所 42-2125 つがる市木造清水47 
菊池歯科医院 42-2077 つがる市木造曙65
清藤歯科医院 42-4182 つがる市木造清水22
ひらた歯科 42-3269 つがる市木造増田22-15
福士歯科医院 42-3316 つがる市木造千代町27-2
ハッピーデンタルクリニック 23-5323 つがる市木造浮巣54-1
しもや歯科医院 26-4024 つがる市森田町森田月見野256-1
柏ミナトヤ歯科医院 25-2481 つがる市柏稲盛幾世41
長内歯科医院 56-3164 つがる市車力町下林7-1

【問い合わせ先】健康推進課（市民健康づくりセンター内）　電話23-4311

検診料は無料
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　東北６県持ち回りで開催される
総合水防演習は、平成28年以来
８年ぶりの青森開催となります。
タイムラインに基づいた実践的な
訓練実施により、緊迫感のある東
北最大級の総合水防演習です。
万一の水害に対応できる知識と防
災意識を高める絶好の機会です。
　防災知識を楽しく学べる防災展
も同時開催します。
▼日時：5/26(日)９時
▼�場所：北津軽郡鶴田町大字野木
字東松虫地先（保安橋下流）
問 防災危機管理課（内線344）

　暮らしに役立つ情報などをお届けします！
　市では、さまざまな情報をより迅速に市民
にお届けするため、LINE公式アカウントを
運用しています。ぜひ、QRコードを読み取
り、友だち登録をよろしくお願いします。

つがる市役所　42-2111（代表）
〒038-3192　つがる市木造若緑61-1

岩木川総合水防
演習を実施します 家屋に係る届け出

内閣府からの
お知らせ

　家屋を取得した場合、建物表題
登記をする義務があります。何ら
かの事情で未登記状態となってい
る家屋に変更がある場合は、税務
課に届け出をしてください。税務
課では現在未調査家屋の把握に努
めており、課税台帳と違いがあっ
た場合は調査に伺うことがありま
すので、ご協力くださるようお願
いします。
▼�対象：①未登記家屋の所有者が
変わったとき(実印と印鑑証明
書が必要となります)②家屋を
取り壊したとき③家屋を新築・
増築し、まだ市の調査を受けて
いないとき
▼�届け出：税務課窓口にある用紙
に必要事項を記入し、届け出し
てください。法務局で滅失登記
をした場合は届け出の必要はあ
りません。
問 税務課
　（内線213）

　「重要土地等調査法」に基づき、
防衛関係施設等の周囲おおむね
1,000ｍの区域内及び国境離島等
の区域内の区域を「注視区域」・「特
別注視区域」として指定すること
とされていますが、4月12日に市
内の一部の区域を特別注視区域と
して指定し、5月15日に施行する
予定です。施行日後においては、
指定された区域内の土地・建物で
防衛関係施設等の機能を阻害する
行為が行われていないか内閣府が
調査を行うほか、「特別注視区域」
内において面積が200㎡以上の土
地・建物を売買等する際には事前
の届出が必要になります。詳しく
は内閣府のホームページをご参照
いただくか、下記の内閣府のコー
ルセンターまでお問い合わせ下さ
い。
【特別注視区域】
　車力高射教育訓練場、車力通
信所を中心とした周囲おおむね
1,000メートルの区域
問 内閣府重要土地等調査法
  コールセンター
　 ☎0570-001-125
　（平日9時半～17時半）
HP �https://www.cao.go.jp/
tochi-chosaまた
は「内閣府 重要
土地」で検索
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